
琉球大学学術リポジトリ

ボードセイラーの外傷・障害に関する研究　－第3回
オクマウィンドサーファー県別対抗レースの場合－

言語: 

出版者: 琉球大学教育学部

公開日: 2007-08-08

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 高倉, 実, Takakura, Minoru

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/1347URL



ﾎﾞｰﾄﾞ.セイラーの外傷・障害に関する研究

一第３回オクマウインドサーファー県別対抗レースの場合一
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１はじめに ilsIj水準の筋力，筋持久力，平衡感覚などの身体能

力が必要とされる。また，レースにおいて，長時

間のセイリング，ハードなコンディション下での

セイリングも要求され，危険性を含むスポーツだ

と思われる。そのため外傷･障害を訴えるセイラー

が多くいると推定される。あらゆるスポーツに外

傷・障害はつきものであるが，ポードセイリング

の陽合，その実態や発生要因に関する研究は日本

ではまだみられない。そこで本研究ではポードセ

イラーの外傷・障害の実態を把握し，その発生要

因をIﾘjらかにして，今後の安全なポードセイリン

グを確立するための基礎資料とすることを目的と

する。今回は第３回県別対抗レースに出場した選

手の外傷・障害及び意識の実態をアンケート調査

したのでその結果を報告する。

ポードセイリング（ウインドサーフィン）は

1970年にｱﾒﾘｶのHoyleSchweitzerl51によ

って発明され，世界に普及，発展していったマリ

ンスポーツである。日本には1972に鈴木束英氏に

よって細介された。1984年のロサンゼルスオリン

ピックから正式な競技種目として認められ，閣内

でも全日本選手権をはじめ数多くの大会が開催さ

れ，人気スポーツとして定着してきた。それにと

もない，セイラー人口も年々，増加している。ま

たリポードセイリングを職業とするプロ選手会も

結成されている。

ポードセイリングは風を利用して走る点でヨッ

トの一種だと言えるが，道具がシンプルでヨット

のような装置１舵がなく，セイラーが自分自身の

体で直接，リグ及びボードをコントロールしてセ

イリングしなければならない。従ってセイラーは

２調査対象・方法

昭和62年10月12日～13日に沖縄県オクマで行な

われた第３回オクマウインドサーファー県別対抗

レースに出場した選手に対してアンケートによる

＊PhysEduc.，ＤｉｖｉｓｉｏｎｏｆＧｅｎｅｒａｌＥｄｕ‐

ｃａｔｉｏｎ.，Ｕｎｉｖ、oftheRyukyus．
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表４外傷・障害発生部位外傷・障害調査を行なった。

調盃対象１２６名中，アンケートを回収した者は

96名（男子85名，女子11名）でlul収率76.2％であ

った。平均年齢は２４９才（16～38才）でセイリン

グレベルは各県の予選を経て選抜されているので

全日本クラスのjqliTも含まれる。

表１鯛査対象

３結．果

１）体型

選手の平均身長、平均体重、比体重を表２に示

す。２１～24才の勤労青少年の平均と比較すると身

長では差はないが体重では選手の万が男女とも２

kg少なかった。

この外俊・障害経験者を有傷害者（注）と

して，その外傷・障害発生部位を表４に示す。

計49件のうち，腰部の外傷・障害が鮫も多く１６

件で有傷害者の32.7％が経験し，対象全体では

16.7％であった。次いで足関節の５件Ⅲ102％

胸部、足部の４件,８２％が経験している。また

診断名はアンケート調査のため正確ではないが，

椎間板ヘルニアが７件〆腰痛症が６件で腰部の

障害が多かった。外傷では切傷の７件，足関節

捻挫の４件が多かった。

表２体型

３）年齢性差

表５に示すように平均年齢は男子の有傷害者

は２５．５才,非傷害者は２４．８才で,女子の有傷害者

２２０才，非傷害者は２３９才で男女及び全体の有

傷害者と非傷害者の平均年齢差には有意差がみ

られなかった。

２）外傷・障害の経験

ポードセイリングによる外傷・障害のため

に医療機関を訪れた者あるいは通院中の者は

９６名中36名（男子32名、女子４名）で全体の

３７．５％であった。（表３）

表３外傷・障害の経験

表５年齢性差
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男（名） 女（名） 計（名）

調査対象人数 1１０ 1６ 1２６

アンケート回収数 8５ 1１ 9６

回収率 77.3影 68.8％ 76.2％

性別 身長ＩＣ。 体重ｋ９） 比体函

男 １７０６±５．７ ６０６士５．６ 0３５５

女 158.9±４．５ 48.7士２．８ 0.307

性別 傷害(+） 傷害(-） 計

男
３２名

(３７．６％）

５３名

(62.4％）

８５名

（１００％）

女
４名

(３６．４％）

７名

(６３６％）

１１名

（１００％）

計
３６名

(３７．５％）

６０名

(62.5％）

９６名

（１００％）

性別 傷害(+） 傷害(一） 計

男
19～36才

(25.5±４８）

16～38才

(24.8±5.5）

16～38才

(25.1士5.3）

女
20～23才

(22.0±1.4）

19～31才

(239±4.5）

19～31才

(２３２士3.7）

計
19～36才

(251±4.7）

16～38才

(24.7士5.4）

16～38才

(２４９＋5.1）
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４）ボードセイリング歴

有傷害者の平均経験年数は４．７年，非傷害者

は４．２年で若干，有傷害者の方が経験年数が長

いが有意な差がみられなかった。男女別も同様

である。（表６）

が50名，52.1％で鮫も多かった。有傷害者群は

週ｌ～２日が36名、６０．０％と鼓も多かった。し

かし、傷害とセイリング日数の間には有意な関

係が認められなかった。（表７）

表７セイリング日数

表６ポードセイリング歴

有傷害者群のセイリング日数別傷害発生率をみ

てみると，月２～３日の者が54.6％で最も高く，

次いで週３～４日の者が51.7影と高かった｡(i叉12）

図２有傷害者セイリング日数

月２－〔llM1WH:I:I:1:$:#*Ｉ*:！*鯛:６（54.6%）

有傷害者の経験年数分布をみてみると，２年

の者が10名と最も多いが，経験年数別傷害発生

率については６年以上の者がほとんど50％をこ

えていた。（図１）
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（）ニセイリングロ散別調査人数の但雷発生率

６）セイリング時間

１日のセイリング時間については全ての群で

３～４時間の者が最も多かった。（表８）

表８セイリング時間

5）セイリング日数

対象全体では週に１～２日セイリングする者
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月１日

以下

月２

～３日

週１

～２日

週３

～４日

週５日

以上

傷害(+）

(100％）

０名

(0％）

６名

(167％）

14名

(38.9％）

15名

(417％）

1名

(2.8％）

傷害(-１

(100％）

３名

(5.0影）

５名

(8.3％）

36名

(60.0”

14名

(23.3％）

2名

(3.3％）

計

(100％）

３名

(3.1％）

11名

(11.5％）

50名

(521％）

29名

(30.2ﾀlう）

３名

(3.1％）

性別 傷害(＋） 傷害（-） 計

男
1～12年

(４８±2.8）

1～14年

(４４±3.1）

l～14年

(４６±3.0）

女
2～５年

(3.3士1.5）

1～８年

(２５±2.8）

l～８年

(2.8±2.3）

計
1～12年

(4.7士２７）

1～14年

(４２±3.1）

1～14年

(４４±3.0）

1時間

以内

１～

2時間

3～

4時間

5時間

以上

傷害(+）

(100％）

１名

(2.8釣

５名

(13.9％）

１９名

(52.8％）

１１名

(306％）

傷害(-）

(100％）

1名

(1.7釣

４名

(６．７％）

３６名

(60.0

１９名

(31.7％）

計

(100％）

２名

(２１釣

９名

(９．４％）

５５名

(57.3％）

３０名

(３１３％）
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セイリング時間別傷害発生率はｌ～２時間以

内の者が50％以上で高かった。（図３）

８）外傷・障害についての関心

ポードセイリングによる外傷や障害について

の関心の有無についてみてみると，全ての群で

50％以上の者が関心があると答えた。特に，有

傷害者群では75％の者が関心があると答えてい

る。これは自らの傷害の経験によっていやでも

関心を持たざるを得ないことから，多くなった

と考えられる。（表11）

図３有傷害者セイリング時間
’

111》1111以｢ﾉﾘ$･ｵｻｻ１（50.()９１）
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Ｉ］9（3Ｉ.6%）

表１１外傷・障害についての関心

５Dinll以上ｵﾘ`:i*#:ﾄﾞﾙ#11*:I:I11wM:I;'11::巾ⅡI;:I1lｵI;:Ｍ１（36.7%）

Ｉ．……．．｜………｜……．．．｜………｜………ｌ

ＯＩＢｌ２１６２０人

（）ニセイリンlﾉ11$W1j別弧從人数の侭嘗兆生辮

７）準備運動、整理運動

セイリング前の準備運動について有傷害者群

「毎回」「時々」行なう者が６３．９％’非傷害者

群は45％であった。全体的に準備運動不足だと

いえる。また，セイリング後の整理連動につい

ては全ての群で「行わない」あるいは「たま

に行なう」と答えた者が80％以上いた。従って

ほとんどの者が整理運動不足だといえる。しか

し，傷害と準備運動・整理運動の間には有意な

関係はみられなかった。（表９，１０）

９）ボードセイリングの危険性について

ポードセイリングが危険なスポーツであると

思う者，あるいはやや危険と思う者は有傷害者

群，非傷害者群共に60％を越えていた。しかし，

危険だと思わない者が有傷害者群で22.4％いた。

また，傷害と危険性の間には有意な関係はみ

られなかった。（表12）

表１２ポードセイリングの危険性表９準備運動

表１０整理運動

４考察

今回の調査では外傷・障害の発生率は37.5％

であった。高沢ら(91によるとスポーツマンの

外傷．障害発生率は626％であると報告してい

るが，これと比べると本調査はやや低い値だと
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ある ない
どちらとも

いえない

傷害(+１

(100％）

２７名

(75.0％）

３名

（8.3％）

６名

(16.7”

傷害(-）

(100％）

３２名

(53.3％）

８名

(13.3％）

２０名

(33.3”

計

(100％）

５９名

(61.5％）

１１名

(11.5％）

２６名

(27.1"

毎回行う 時々行う
たまに

行う
行わない

傷害(+）
(100％）

１１名

(30.6％）
１２名

(33.3％）
５名

(13.9％）
８名

(22.2％）

傷害(-１
(100％）

１６名
(26.7％）

１１名
(183％）

１３名
(21.7％）

２０名

(33.3％）

計
(100％）

２７名

(２８１％）
２３名
(240％）

１８名
(18.8％）

２８名
(29.2％）

そう思う
やや

そう思う

ややそう

思わない

そう

思わない

傷害(+１

(100”

１２名

(343％）

１０名

(286”

３名

（８６％）

１０名

(286釣

傷害(-）

(100％）

１２名

(２０７％）

２３名

(39.7”

１０名

(17.2％）

１３名

(２２４釣

計

(100％）

２４名

(25.8％）

３３名

(35.5％）

名

(140影）

２３名

(247釣

毎回行う 時々行う
たまに

行 つ
行わない

傷害(+）

(100％）
２名
(5.6％）

４名

(111％）
６名

(16.7”
２４名

(66.7％）

傷害(-）
(100％）

0名

(0％）
４名

（6.8％）
１０名

(16.91iう〉
４５名
(763％）

計

(100％）
２名

(2.1％）
８名

（8.4％）
１６名

(16.8”
６９名
(726％）
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いえる。この結果から一概にポードセイリング

が傷害の少ないスポーツだといえないが，この

スポーツがノンコンタクトスポーツで，どちら

かといえば持久的なスポーツであるため，瞬発

的な力を発揮する場面が少なく強い外力が加わ

ることも少ないので発生率が低くなったと考え

られる。体型的にみても体重が少なくやせ形で

あることを示したが，類似種目のヨット選手と

比べても男女とも体重が少なかった。（ヨット

選手の平均比体重男子0.377,女子0.325）(3)

従ってセイラーは瞬発力のある太い筋肉質の体型

ではないことが推測される。しかし，今回調査

したのが体重が少ない方が有利であるワンデザ

インのウインドサーファークラスの選手であっ

たためにこの様な結果になったとも考えられる。

今後，体重があまり影響しないオープンクラス

の選手についても調査する必要がある。

他のスポーツと比べるとポードセイリングの

動作では体の前後屈が少なく一定のフォームを

保っているため，動的な腰部への負担はそれほ

ど重くないと考えられるが，あらゆる気象条件

でセイリングする事は体が冷えたり，長時間一

定のフォームを取り続けることによって過労と

なり，静的な負担は相当重いと推定できる。ま

たⅢ選手に医療機関を訪れるほどではない外傷・

障害についても質問したが，やはり，腰部に痛

みがあったり，不快感を持つものが23人，全体

の24％いた。

以上のことから腰背部の傷害発生率が高くな

ると予想していたが，本調査では有傷害者中，

腰部傷害経験者は16件，３２．７％で全体象の16.7

％が経験しており，傷害の中で最も多く発生し

ていた。しかし，ヨット選手の腰部障害経験者

が43.53％である１３１のに比べると意外に低い

発生率であった。また，日体協スポーツ診療所

を訪れたスポーツ選手中，腰背部疾患のあるも

のが２１９％という報告(71や，他のスポーツの腰

部障害調査121(4)(6118)と比べてみてもやや低い発

生率であった。また，HabalIDが膝の傷害が最

も多く発生していると報告していることから，

今回の結果からはポードセイリングと腰部傷害

を関連づけるには，まだまだ不十分な点が多い。

外傷・障害と発生要因と思われる項目につい

て関連をみてみたが，統計的に有意な関連はみ

られなかった。しかし，有傷害者について検討

してみると，ポードセイリング歴では６年以上

の者が高い発生率を示した。また，セイリング

日数では週３～４日の者が高い発生率を示した。

従って長く，多くセイリングする事によって傷

害が起こり易いと考えられる。

気になる項目として準備運動ロ整理運動不足

があげられる。特に整理運動では80％以上の者が

ほとんど行なっていなかった。スポーツを行なう

にあたって準備運動，整理運動実施は常識であ

って，傷害防止のために必要なものであるが，

本対象ではこれらに対して軽視の傾向がみられ

た。スクールやフリートあるいはショップでの

指導に期待したい。

以上のことから効率的な練習方法の確立，身

体，特に腰背部のコンディショニングの徹底が

望まれる。

結果では触れていないが,ウエイブ，スラロー

ムなどのファンポードを所有している者はセイ

リングの性質上，傷害が多くなると予想された

が有意な関係はみられなかった。また，選手が

使用していたハーネスについては75％の者がパ

ンツハーネスを使用していた。パンツハーネス

はチェストあるいはウェストハーススに比べて

腰部への負担が軽いと考えられ，効率よくセイ

ルが引き込めるので本対象でもパンツハーネス

人気の傾向がみられた。

５まとめ

ボードセイラーの外傷・障害の実態を把握し

その発生要因をUjらかにするため，第３回県別

対抗レースに出場した選手にアンケート調査し

た結果，次のことが明らかになった。

ｌ）ポードセイリングによる外傷・障害の経

験者は96名中36名（男子32名,女子４名)で３７．５

％の発生率であった。

２）外傷・障害の発生部位は腰部が16件,３２７

影と最も多く，次いで足関節の５件,10.2％Ⅲ胸

部Ⅲ足部の４件，８．２％であった。

３）傷害発生とその要因の間に有意な関係は

みられなかったが，長く，多くセイリングして
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いる者の発生率が高かった。また，準備運動，

整理運動不足の傾向がみられた。

今回の調査ではポードセイリングの傷害発生

要因を明らかにできなかったが，今後，オープ

ンクラスの選手やプロ選手の調査，フォーム分

析，体力測定等により検討していきたい。

（注）外傷と障害をまとめて傷害とする。
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